
［成果情報名］ イチゴ‘きらぴ香’の年内収量を増加する超促成作型の開発

［要 約］ イチゴ‘きらぴ香’の超促成作型は、７月からの苗短日夜冷処理と定植

直後からのクラウン冷却処理により、10 月から頂花房を収穫し、第一次

腋花房も 12 月から収穫できる。そのため、高単価の期待される年内収量

が増加する。
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［背景・ねらい］

イチゴの国内供給量は 10 月以前が少なく高単価である。しかし、10 月から収穫する

作型は、高温による小玉化や中休みにより年内収量が減少し収益性が高くないことが課

題であった。そこで、苗短日夜冷処理とクラウン冷却処理により、10 月から頂花房の

収穫が始まるとともに、第一次腋花房の収穫開始を 12 月に早めることで年内収量が増

加する‘きらぴ香’の超促成作型を開発した。

［成果の内容・特徴］

１ ７月中旬から苗短日夜冷処理を、16 時間暗黒条件及び目標気温 15℃設定で、１ヶ月程度

行い花芽分化させる（図１）。

２ 苗定植直後の８月中旬からクラウン冷却処理を開始し、10 月上中旬まで行う（図１）。クラウン

冷却処理は、クラウン部に冷却チューブを接するように配置し、冷却チューブ内にチラーにて

16℃程度に冷やした水を終日循環させて行う（図２）。

３ 頂花房の収穫開始は 10 月中旬頃となる。クラウン冷却処理により若干初収日が遅くなるが、

３果までの正常果が増加し（表１）、収穫初期の果実の１果重が増える傾向にある。

４ 第一次腋花房の収穫開始は、クラウン冷却処理で 10 日程早まり 12 月中旬頃となる（表１）。

５ 苗短日夜冷処理とクラウン冷却処理により、年内収量が増加し普通ポット作の 1.5 倍以

上となる。また、５月末までの総収量でも普通ポット作より１割程多い（図３、４）。

［成果の活用面・留意点］

１ ‘きらぴ香’の高設養液栽培で行った試験結果である。

２ 採苗時期が早いため、親株は３月中に定植し、早期に苗を確保できるよう準備する。

３ 本試験では、冷却チューブに㈱阪中緑化資材のクラウン冷暖チューブを使用した。

４ クラウン冷却処理中は、葉の展開が若干遅くなるため、処理終了時期が遅くなりすぎないよう

注意する。第一次腋花房の花芽分化を、９月中下旬に検鏡にて確認するのが望ましい。検

鏡による場合は、終了時期は分化確認の２週間後を目安とする。

５ クラウン冷却処理は、16℃程度の地下水が豊富にある地域では、地下水かけ流し等により行

うことも可能である。

６ 超促成栽培は寡日照期の着果負担が増えて株疲れなどの懸念があるため、炭酸ガス施用

などの光合成促進対策を積極的に行う。
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図１ 開発した超促成作型

総収量

表１ 頂花房および第一次腋花房の開花日および初収日（令和 4 年度作）

年内収量

図３ 年内及び総収量に及ぼす影響（令和４年度作）

7月 8月 9月 10月 11月 12月

<新作型>
超促成作型

夜冷作型

促成作型
（普通ﾎﾟｯﾄ作）

:夜冷処理 :定植 :クラウン冷却処理 :頂花房収穫 :第一次腋花房収穫

0

50

100

150

200

250

300

350

ｸ
ﾗ
ｳ
ﾝ
冷
却

無
処
理

普
通
ﾎ
ﾟｯ
ﾄ

１
株
当
た
り
収
穫
果
重
（
g/
株
）

頂花房

一次腋花房

図２ ｸﾗｳﾝ冷却処理の様子

冷却ﾁｭｰﾌﾞ

7 月中旬夜冷 7 月中旬夜冷

0

50

100

150

200

250

300

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

1
株
当
た
り
収
穫
重
量
（
g/
株
）

ﾎｰﾙ 3L 2L L M A B

階級発生（超促成作型）

図４ 超促成作型の

月別階級発生

（令和４年度作)

開花日 初収日
1-3果

正常果率1) 開花日 初収日

（月/日) （月/日) (%) （月/日) （月/日) （枚）

ｸﾗｳﾝ冷却 9/25 10/20 97 11/9 12/13 4.4

無処理 9/19 10/15 71 11/19 12/25 7.6

9/27 11/6 12/9 － 12/1 1/16 2.7

第一次腋花房 花房間
葉数

(頂花房－一次腋)
苗短日夜冷
処理時期

本圃ｸﾗｳﾝ
冷却有無

(定植日)

処理区 頂　花　房

（参考）普通ポット
1)不受精果及び著しい奇形果以外の可販果の割合　　調査：1区16株 3反復
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